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インフルエンザが猛威を振るっている。 暖冬と言われる中で寒暖差があったのも原因の一つ

かもしれない。 先日、不覚にも何十年間ぶりにダウンして 2日間寝込んでしまい、健康管理
について考えさせられた。 
 
体力には自信があったが、何かの変化（無理）が体調を乱すことになる。仕事上の関係で土、

日曜日とゴルフが続き、後のミーティングや会議までに時間がなく、プレー後にゆっくり風呂

に入れなかったことで体調を乱した気がする。 
 
健康管理は自分で自分の体に問いかけながら行うもの。従って健康のことを考えると、時には

行事の出席を断る勇気も必要でないかと思う。 
 
最近、健康管理のため朝・夕方に 15 分程度歩くようにしている。北九州に帰ったときも関門
海峡の海と船を眺めながら 1時間程度歩いている。これがストレスの解消にも繋がっている。 
 
何をするにも人間、健康が第一である。健康でなければ何も出来ないし、周りの人に迷惑をか

けることもある。健康にはお互いに気をつけたいものである。 
 
＊ 健康科学アドバイザーDr福田千晶先生の健康の話から。 
健康の為に無いのが良いのが１つ、少ないのが良いのが２つ、多いのが良いのが３つ。 
 
・一無  「煙草」 
・二少  「酒」   1日 ビール一本  日本酒一合 
       「食事」  野菜は充分に。 甘いもの、脂こいものは少なめに 
・三多  「運動」  週 3回 20分以上の散策、ジョギング 

       「睡眠」  最低 5時間以上 
             5時間未満は仕事上のミスが多くなる 
       「接する」 人と多く接する＜知的刺激＞  
             本・音楽に多く接する＜ストレス発散・癒し＞ 
 
   ストレスは健康上、一番良くないといわれています。自分のストレス解消方法で 
いつまでも元気でいたいものです。 

 

西京銀行頭取  渡邊 孝夫 
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去る平成１９年３月７日（水）に「第１４回周南ベンチャーマーケット」を開催した。 

国立大学法人山口大学 学長 丸本卓哉氏を講師に 
迎え、「地域へ開かれた山口大学を目指して」と題して講演を行った。山口
大学が行なっている産学官の連携、エクステンションセンターによる公開講座、
開放授業、昨夏話題になったシニアサマーカレッジや、出前講座など地域へ開
かれた山口大学の取り組みについて紹介された。様々な施設利用が可能である
ことについて、参加者から「改めて山口大学にはこんなに沢山の施設があるこ
とを知り、今後利用してみたい」と多くの声があった。 
 

今回のブース出展企業は、地域の支援機関である（財）周南地域地場産業振興センターを始
め１４社。各社活発に PR されていた。 
 
プレゼンテーションは４社行なわれた。 

① ランブラー・ジャパン株式会社（宇部市） 

維持管理が容易な温暖型芝草「グランドターフ」の特性や、実
際に行なった都市部の緑化事業の実例をあげ、この製品や事業の
将来性について、実績を交えて紹介した。 
 

② 有限会社環境造形（周南市） 

ＰＤパネル（外断熱パネル）、ＫＢパネル（トンネル漏水処理
パネル）の特徴や優位性、発泡スチロールを利用した環境デコラ
（装飾モール）の説明をした。これらの製品は実際に展示ブース
で手にとって確認する事ができ、その加工された製品は当社の技
術の高さを証明するものであった。 

 
③ 株式会社テムス （広島市西区） 
簡単に短時間でカビ（真菌）や菌類を根元から死滅させ除去
し、防カビ処理を行なうことのできる「モルドバスター」や車
のアルミタイヤホイル専用洗浄剤「ダティバスター」の紹介を
した。これからカビに悩まされることも多くなる季節に向けて、
個人向けにも「モルドバスター」を販売することになり、更な
る市場の拡大を図る。  

 
④ Ｉ＆Ａ（周南市） 
代表の上本氏は、周南市市民交流センタービジネスサポート
コーナーの入居者。企業に属さない独立系のファイナンシャ
ル・プランナーとして、中立・公正な立場からライフプランの
アドバイスなどを行なっている。その事業についてのＰＲを行
った。 
 
いずれのプレゼンテーションも熱のこもった活気あるもので、
その後の質問も多数あり、時間一杯使って内容の濃いプレゼン
テーション会となった。 

 
その後はビジネス交流会があり、活発な交流が持たれ、盛況のうちに終了となった。 
 

詳しい内容は周南ベンチャーマーケット協会ＨＰ（http://www.shunan-vm.gr.jp/）をご覧下さい。 

次回は秋頃開催いたします。皆様のご参加お待ちしております。 
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                      ＜旬＞ 

 

 

所長：井上 浩 

 この季節の旬といえば？タケノコ？ウド？たらの芽？ 

 いえいえ、スギとヒノキです。 

花粉症で苦しんでいる人が多い昨今、巷では花粉症防止グッズが大流行です。様々な機能

を持ったマスク、洋服に花粉を付き難くするスプレーや洗剤、掃除機やエアコンの機能も格

段に向上しています。 

しかしながら、これはいわば対処療法であり根本的な解決策とは言えません。何かもっと

画期的な方法を考えた人はいないのでしょうか？ 

既にご存知の方も多いかと思いますが、特許を出願すると出願から１年６ヶ月後に、実用

新 案 登 録 出 願 す る と 登 録 か ら 約 ３ ヶ 月 後 に は 特 許 庁 の 特 許 電 子 図 書 館

（http://www.ipdl.ncipi.go.jp/homepg.ipdl）において公開され、誰でも自由に見ることが

できます。 

このデータベースは、お客様から先行技術調査を依頼されたときに使っておりますが、個

人的に興味のある技術を検索するのに使っても全然問題ない訳で、試しに「花粉」「防止」と

いうキーワードを入力して検索してみました。 

すると、なんと「花粉飛散防止方法」というすごいタイトルの発明があるではないですか！

どんな技術かと少しドキドキしながらその内容を見てみましたところ、その内容はいたっ

てシンプルで、花粉を飛ばす木に粘着剤を散布して花粉の飛散を防止するというものでした。

しかも特許も成立していました（特公平６－９５８５９号公報を参照）。 

確かに花粉の飛散を防止できる可能性は高いと思います。しかし、そのコストもかなりの

ものになるはず…。 

ちなみに、この特許は９年目以降の権利維持費が支払われなかったために権利が平成１５

年に消滅しておりました。つまり、この技術は公の財産ということになり、誰が実施しても

いいことになります。 

どなたか、我こそはと思う方はいらっしゃいませんか？ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弁理士：井上浩の知財小話 

（維新国際特許事務所）  

〒 753-0077 山口市熊野町 1-10 NPY ﾋ ﾞ ﾙ８ F

TEL:083-901-2233 FAX:083-901-2266 
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平成 19年 2月 2３日（金）山口グランドホテルにて「起業家養成カレッジ発表会」が開催された。 
当事業は、（財）やまぐち産業振興財団が主催、西京銀行と山口銀行が協賛した県内ベンチャー起業支

援事業。将来の成長企業を目指す起業家を対象に、経営知識を習得し、実践的なビジネスプランを構

築することを目的としたセミナーを半年間開催し、この日が成果発表会となった。 
当日は参加者それぞれがユニーク且つエネルギーに溢れたプレゼンテーションを行い、会場を沸かせた。 
そしてその中から審査の結果、優秀企業２社が選ばれ、西京銀行・山口銀行それぞれの銀行賞に輝いた。 
西京銀行賞には山陽小野田市の「有限会社 Q-Lights」。当社は大
手科学材料メーカーを顧客に、有機ＥＬ材料を素子化して基礎物

性の評価･報告を行う事業を展開する。西京銀行の渡邊頭取が自ら

授与し、副賞５０万円が渡された。 
山口銀行賞は「新規化合物の合成経路開発事業」をテーマに発表

した、山口大学大学院理工学研究科の山口徹氏。 
授賞式後には交流会が開かれ、参加者の懇親が深められた。 

 
＜今回の受賞企業＞ 

 企業先 事業内容 
西京銀行賞 有限会社Ｑ－Ｌight 有機ＥＬ材料評価ｻｰﾋﾞｽ 
山口銀行賞 山口大学理工学研究所 新規化合物の合成経路開発 

 

＜平成１９年度「中小企業成長育成支援補助金」募集のご案内［山口県］＞ 

 山口県では、経営革新計画の承認を通じて、今後の成長が期待される分野への新事業展開を行う県内の中

小企業の皆さんを支援するため、「中小企業成長育成支援補助金」を設け、現在募集を行っています。 

 

応募対象者･･･次の ～ の要件をすべてみたすこと 

 中小企業新事業活動促進法等に基づく経営革新計画※の県知事承認を受けた県内中小企業であること 

※平成１９年５月末までの承認見込みを含む。この場合、当該補助金への応募とあわせて経営革新

計画の承認申請(提出先：県経営金融課)を行うこと 

 経営革新計画が平成２０年３月以降も継続すること 

 県が掲げる重点育成４分野（情報通信、環境、福祉・医療、生活文化関連）への新事業展開を行うこと 

 新規性のある独自技術（役務の提供を含む。）を有すること 

 経営革新計画の終了時（又は補助事業終了後、概ね１年以内）までに、当該補助金の対象となる

事業部門において雇用の増加に努めること 

募集期間･･･平成１９年３月１２日（月）～平成１９年４月２０日（金） 

詳細ＨＰ･･･http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a16900/sinjigyo/hojokin.html 

＜お問合せ先＞ 山口県新産業振興課新事業支援班 担当：田中   

TEL:083-933-3143 FAX:083-933-3159 
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今回のゲストは、３月７日に周南ベンチャーマーケットでブー

ス出店され、下関市で鍵・セキュリティー事業に特化されている、

株式会社ロックさんです。 

趣味は読書と仰る、若干 43 歳のパワフルな梶山社長さんにお話

を伺いました。 

  
―――早速ですが、どのような事業をされている会社ですか？ 
ビルセキュリティーからホームセキュリティーまで人々が安

全、安心して暮らせる社会の実現を目指して活動しております。

特に現在、企業、学校法人様に対して入退室管理システムの提

案をしております。 
犯罪の増加や多様化にともない、「安全と安心」に対する人々

のニーズは年々高まりつつあります。昨今の犯罪性としては、 
従来の金品を盗む犯罪と新たに情報を盗む犯罪とがあります。 
 当社では、金品を盗む犯罪、情報を盗む犯罪両方に対しての 
セキュリティーをご提案しております。 

 
―――御社が力を入れられている商品は？ 

フェリカ対応カードリーダーKL-3000/KL5000 です。 

電磁式電磁錠という電気をコントロールすることによって強力な磁

力を発生させることができ、その磁力を応用した錠前を使い IC カード

で錠前を施解錠するシステム商品です。 

新しくお財布ケータイを含むフェリカカードに対応したシステムを発

売しました。 

これは、フェリカに対応したカード・携帯電話を ID カード（鍵）と

して使用しSDメモリーカードで50,000件の入室履歴管理が出来る業界

初の最新システムです。  

偽造・変造がしにくく、高い安全性を持ちながら、スピーディーなデ

ータの送受信が可能な特性を活かし、カードの抜き差しが不要な非接触

方式ならではの使いやすさと、そして、1枚のカードで電子マネー・鍵

など複数の用途を可能にした、合理的な方式で、弊社ではこの商品の市

場価値は高いものであると考えています。 

Made in ちゅうごく   
株式会社ロック  代表取締役 梶山 博司 さん   

フェリカ対応カードリーダー 

KL-3000/KL5000 

展示会の様子 

警報機能付電磁式電磁錠 

EW-3500 



 - 7 - 

―――この業界の将来はどうなると予想されますか？ 
体感治安の悪化及び、情報漏えいによる被害、個人から企

業まで安全に対してコストが発生する時代になり、我々業界

がその不安、負担をどこまで軽減できるかのステージに入っ

たのではないかと思われます。 
弊社では時代の変化に合わせて、お客様のニーズにお答えし

ていけるよう努力していこうと思います。 
 
―――今後の展開はどうされる予定ですか？ 
弊社には 5つのコンセプトがあります。 
１、相談、提案、規格、見積り、施工、保守サービスを一括して行い、セキュリティーの提案規格

から電気工事、機器取付までを一社で出来る便利な会社。 
２、セキュリティー商材の目利き、鍵と錠の販売会社。25 年の知識とネットワークを活かし、お
客様の要望予算に応じた提案が出来るセキュリティーシステムの会社。 
３、１社メーカーに捕らわれない、他社メーカーとの組み合わせを考えたベストなセキュリティー

プランをご提案できるセキュリティコーディネーター会社。 
４、安心･安全の継続と、常にベストの改善策を考える会社。 
５、地域に根付いた、地域のセキュリティー便利会社。 
この５つのコンセプトを充たせる会社になれれば、と思い日々邁進しております。 
 
―――最後に一言お願いします。 
 弊社は、より人々が暮らしやすい社会を目指して、

皆様のお役に立てるように努力いたします。セキュ

リティーについてのご相談は、お気軽に弊社までご

連絡下さい。 
 
―――ありがとうございました。 

 
 
 

商号 株式会社ロック 

代表取締役 梶山 博司 

本社住所 750-0081 下関市豊前田町 3丁目 2番 7号 

電話番号 TEL:0832-32-8169  FAX:0832-33-1457  

E-MAIL lock@almond.ocn.ne.jp 

URL http://www.lock-e.co.jp/ 

本社 

＜会社概要＞ 
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